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と後継者への事業承継が課題となっていた。
　全国に飴製造企業が約500社存在しており、大手
企業数社で40％を占有する厳しい状況であるが、飴
菓子の生産数量、金額においては安定した市場であ
る。特徴である飴製造技術（素材配合比率及び練り
時間調整技術）を基本に、高付加価値柑橘活用飴菓
子商品の開発を行い、都市圏を中心とする販路開拓
により経営の拡大と安定化を目的に支援を開始した。

　地域資源活用計画の認定を目指し、従来製品にな
い柑橘を活用した菓子開発に着手すべく、新居浜市
の協力を受け、試作品による試食テストを１年間余
り、４回にわたって実施した。当初、柑橘を活用し
た飴菓子と、それ以外の洋菓子などの試作品を作成
し調査を実施。柑橘を活用した飴菓子の評価が高く、
歴史のある飴製造技術と柑橘を組合せた商品を重点
に開発をする事とした。また、食品大手商社バイヤー

や有名パティスリーに対して試作品を提示し商品評
価や実需感触などの把握を行い、早期の商品化要請
も受ける事ができた。
　これらの試作品のうち「伊予柑生キャラメル」な
ど即商品化が可能なものは、自社店舗においてテス
ト販売を行い、実需の可能性や嗜好適合性を確認し
た。その一方安全な柑橘入手ルートも確立した。　

●支援の方向づけと目標

柑橘を使用した試作品A

アンケート調査A

柑橘を活用した試作品B

アンケート調査B

伯方の塩羊羹

株式会社 別子飴本舗
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① 　現状の経営状況に関する相談があり、課題解決に向けては対症療法的な対策でなく、調査活動を含めた
根本的な現状課題（経営、商品）の明確化と具体化検討を行う必要性を示唆。
② 　企業が「新居浜市物産協会」の役員でもあることから、新居浜市にも協力を得ながら経営革新を進める
体制と組織化を図る事とした。
③ 　経営課題の明確化と並行して試作品による調査活動による具体的な検証活動に関して、新居浜市が運営
する「勤労青少年ホーム」の利用者ネットワークを活用し、ターゲットユーザーに近い調査対象者を人選。

④ 　経営者と共に、企業のSWOT分析を行い「強み」「弱み」「経営環境」との関係から、事業の方向性を明
確にし、経営課題の資料化を中心に「見える化」を行い、関係者と課題の共有化を図りつつ推進を図った。

⑤ 　業界動向の特性及び飴菓子の歴史や分類に関して、幅広い情報収集と分析の結果「コンフィズリー」と
いう菓子カテゴリーに対する市場開拓の可能性を発掘。事業ドメインの方向を絞り込み具体的計画を立案
した。
⑥ 　上記の内容から試作品の内容及び調査資料の整備を行い、ユーザーへの試食による嗜好調査を実施。終
了後、即時に関係者の検討会を実施し調査結果を確認した。調査結果の資料化と共有化も行った。

⑦ 　調査結果を基に、企業の具現化能力及び商品の流行性などから商品開発計画の立案を支援し、商品の核
となる素材（上質の水飴、砂糖）及び愛媛県産の安全な柑橘入手ルートの開拓も並行して実施した。
⑧ 　想定される販路バイヤー及び菓子専門家に対しても試作品によるヒアリングを行い、商品化に対する課
題及び実需の可能性を確認し、商品開発計画の信憑性を確認した。
⑨ 　最終試作品の完成時に競合他社との味覚調査を行い、商品化への確証を得ると同時に差別化ポイントや
科学的な立証（糖度、カロリー比較）の必要性を確認。

■拠点の具体的な支援内容
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　支援機関のコーディネータが立ち替わり集まっ
て、頻繁に時間を割いて、協議していただくことに
対し当社が開発しようとしている商品への手応えを
感じました。支援を受けていくに従って、当社の向
かうべき方向性が明確化されてきました（様々な菓
子類の開発でなく、当社の飴製造技術を活かした商
品開発が進むべき方向です）。
　支援機関に地元行政（新居浜市）の協力体制を取

り付けて頂けたことにより、地元女性（新商品のター
ゲット）を対象にしたマーケティングを実施するこ
とができました。約１年間にわたり開発しようとす
る商品の絞り込みができました。
　また地域資源認定への申請についても支援をいた
だいており、当社にとっては初めての業務が多く続
きますが、10年先の自社の発展を目標に益々頑張っ
ていきたいと思います。

　今回、支援した別子飴
本舗さんは、新居浜を代
表する銘菓の一つ「別子
飴」を製造販売していま
す。
　支援するにあたって、
商品開発に着手する前に
まず経営資産の資料化
（見える化）に着手しま

した。こうした経験の少ない企業さんにとっては
非常に大変な作業でありますが、中小企業にとっ
て共有化が図れると共に現状のスタンスが明確に
なり重要です。商品の歴史的な背景や位置づけに
ついても幅広く情報収集すると同時に資料化し、
創意を持って方向性の決定を行いました。

　地元公的機関との連携
は信頼性も高く、商品開
発時点や商品化後も地元
顧客や団体からの協力や
支援を得ることが可能で
ある事も重要な要素で
す。感覚的な判断でなく、
第三者に評価してもらう
ことで将来的な展開を含

めた理論的なコンセプトを抽出しました。
　地域資源活用の認定を受けることができ、本格
的な商品開発がスタートしました。今後は新居浜
の別子飴本舗というだけでなく、全国にその名が
轟くような企業に成長していって欲しいと願って
います。今後も引き続き支援していきたいと思い
ます。

●拠点を利用した事業者の声

応援コーディネーター

村上　哲也
応援コーディネーター

秋田　次雄

S t a f f  v o i c e 支援に携わったスタッフの声

柑橘コンフェチュール 柑橘スライス生キャラメル 柑橘フロランタン

（試食サンプル）

株式会社 別子飴本舗

28


